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令和６年度岡崎市教育研究大会リポート 
 

１            岡崎市立大樹寺小学校 星野 智史 
 
２ 研究テーマ 

主体的な追究活動から、よりよい社会づくりを考える子の育成 
―３年「「ボクら大樹寺小３の３消防団」の実践からー 

３ 研究概要 
（１）主題設定の理由 
 昨年度の研究（３年「店で働く人」）では、地域にあるスーパーマーケットと個人商店を調査した際、身近
な存在であることから、意欲的に調査を進める子供の様子が見られた。地域に根差した教材を活用した単元の
計画には、子供の意欲を高める価値を感じた。また、予想する時間の確保や学習計画表の作成により、自ら設
定した計画に沿って追究を深めることができた。しかし、調査の際に見つかった課題の解決に向けて地域社会
へ参画していこうとする意識の高まりまで促すことができなかった。これらの成果と課題を踏まえ、今年度は
地域教材を取り入れることによって主体的な追究活動を生む単元構成や、よりよい社会づくりを考える子供を
育むための教師支援を課題として、本研究の主題を設定した。 
（２）「主体的な追究活動」「よりよい社会づくりを考える」の定義 

（３）研究の仮説と手立て 
 本単元における仮説と手立てを次のように設定した。 

手立て①：３の３消防団の結成 
単元の導入で子供たちを３の３消防団とする「ごっこ活動」を取り入れ、動機づけを行う。子供なりに消防

団員としての意識をもつことによって、火事から暮らしを守るための仕組みを学ぶ意欲を高めていく。 
手立て③：体験的調査活動 
消防署や消防団、町の消防施設など、火事から暮らしを守る役割を担う人や物を実際に見たり、触れたりす

ることで、実感を伴って理解し、次の学びを生み出していく。 
手立て③：選択型追究 
調べ学習を行う際、子供が一人で学ぶのか、友達と学ぶのか選択する場を設ける。個人追究や協働的に学ぶ

ことのよさに気付き、その場に応じた活動の在り方に気付いていく。 

手立て④：学区の教材化 
 学区を教材にすることで、社会的な問題が身近な存在となり、自分事として社会の仕組みについてより真剣
に考えるようになっていく。 
手立て⑤：地域の人の活用 
 地域の人々を活用することで、火事から暮らしを守るために活動をしている人と直接出会うことができ、自
分たちにできることをイメージしやすくする。 
手立て⑥：発信の場の設定 
 子供が社会的な問題に対して、自分たちが考えたことを実践できるように、学校内の掲示場所やお昼の放送
等を発信する場として設ける。 
４ 研究実践 第３学年社会「ボクら大樹寺小３の３消防団」の実践を通して 
（１）単元計画 
単元計画を１５時間完了とし、以下資料①として設定した。 

（２）抽出児の設定 
 本実践の抽出児Ａはどの教科でも学ぶべきことに対して意欲的に取り組むことができる。自分の意見を意欲

２Ａ 社会（小） 

時
間 

学習課題 内容 手立て 

１ 「大樹寺小３の３消防団」の結成だ！ ・令和４年度岡崎市の火事の件数提示 ① 

３ 
消防士さんはどんな取り組みをしているの
だろう 

・火事現場に集まる人々の調査 
・消防士の活動の予想と追究 

②③④ 

１ 
なぜ火事が起きると、すばやく多くの人た
ちが協力できるのだろう 

・消防指令センターについての調査 
・学ぶ相手の選択 

③ 

３ 
身の回りにはどんな消防しせつがあるのだ
ろう 

・学校内外の消防施設の調査 ②③④ 

３ 消防団って何？どんなことをしているの？ ・消防団の活動についての予想と追究、体験活動 ②④⑤ 
１ 調査してきたことを整理しよう ・火事からくらしを守る仕組みの整理 ③ 
３ 大樹寺小３の３消防団の活動開始！ ・自分たちにできることの提案と発信 ⑥ 

仮説Ⅰ：火事から暮らしを守る仕組みを追究する活動において、遊び的な要素を取り入れ、自ら学び方を選択で
きるようにしたり、実際に火事から暮らしを守る人々や施設を調査する活動を行ったりすれば、子供たちは学び
に面白さを感じ、主体的に追究活動に取り組んでいくだろう。 

仮説Ⅱ：学区の特徴を知り、地域の人との交流を通して問題点と出会い、解決するための改善策を考えたり、自
分たちのアイデアを発信したりする場を設定すれば、子供たちは自分事としてよりよい社会づくりを考え、でき
ることを進んで行うようになるだろう。 

「主体的な追究活動」とは 
→社会的な事象に興味関心を抱き、その仕組みを
自ら進んで調べていこうとする姿 

「よりよい社会づくりを考える」とは 
→社会的な課題に対してどのように関わっていくかを考え
たり、実践したりしていく姿 

資料①：単元計画表 
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的に発表し、友達の話にもしっかり耳を傾けることができる。しか
し、資料②のように事実を把握するだけで、自ら学び方を工夫した
り、活動したいことを選択したりする主体性は見られることがな
い。体験的に学ぶことや学び方を選択する中で、主体的に追究活動
を行い、よりよい地域社会を考えることができるようになることを期待したい。 
（３）授業の実践 
【１】第１時「大樹寺小３の３消防団の結成だ！」 
 単元の導入として、火事の様子の動画を視聴後、資料③の
Ｔ14 で「１年間の岡崎市の火事が起きた件数」について問う
てみた。88件という数字にＣ29、Ａ30のように、「ええっ」
「こわい」という声が上がり、クラス全体に波及していっ
た。この様子を見て教師は１つの仕掛けを行った。Ｔ17 のよ
うに「３の３消防団」の結成を持ち掛け、岩津消防団の法被
を着たのである（資料④）。Ｃ32，Ｃ33、Ｃ34 の発言のよう
に、「わー」「すごい」と教室に驚きと歓声が上がった。本
物の法被に子供たちは興味がかき立てられていった。 

Ａ児をはじめ、子供たちは法被を着たいという意欲を見せ
ていた。そしてＣ35 やＣ36 が「３の３消防団」としての活
動をやろうという意見を言い始めた。そこで学級として「３
の３消防団」を結成し、活動を行うことが決まっていったのであ
る（手立て①「３の３消防団の結成」）。しかし、消防団を結成
したのはいいが、活動内容が分からない。すると子供たちの中か
ら「消防団について調べたい」という声が上がり始めた。 

資料⑤は第１時のＡ児の振り返りである。Ａ児は「３の３消防
団としてやっていくのが楽しみ」と綴り、活動に意欲的になって
いることが分かる。また、火事から暮らしを守る仕組みは警察だ
ろうという予想も立てていた。 
【２】第２～４時「消防士さんはどんな取り組みをしているのだろう」 

第２時で教科書の火事現場のイラストから火事が起きた際に集まる人たちを確かめ
た。消防士、警察官、病院の人、テレビ局などの人々を見つける中、どの職業とも服
装が異なる「謎の人物」を発見した。この「謎の人物」の正体こそ消防団であったの
だが、追究前の子供たちには理解できなかった。その後、どの職業を重点的に調べた
いか尋ねると、消防士という意見が多かったため、消防士について、自分の調べたい
ことを決める活動を行った。本来は個別最適化学習による個人追究を願った。しかし
子供の発達段階に不安があったため、一人で調べたいことを決めるか、友達とともに
決めるか児童に委ねることで、主体的に学び方を選べるようにした（手
立て③「選択型追究」）。Ａ児は始め、個人で考えていたが、席が近い
子に声を掛け、ともに協力して計画を進めていった。資料⑥は協働的に
作り上げた計画表である。相談しながら作成することで、友達の調べた
いことを吸収し、調査計画をはっきりと作ることができた。見学の直前
には消防団の法被づくりを行った。資料⑦のＡ児のように、運動会の表
現ダンスで着用した法被に３の３消防団のロゴをシールで貼っていった
のである。完成した法被を前に子供たちは喜色満面となっ
た。この法被を着て子供たちは意気揚々と見学に出かけて
行ったのである（手立て④「地域の教材化」）。 

消防署では、実際に放水用のホースを持たせてもらった
り、２４時間勤務するために不可欠な寝室や浴室、食堂な
どを見学させてもらったりした。さらに、訓練用消火器を
操作して的に水を当てるという活動も行った（手立て②
「体験的調査活動」）。Ａ児もこれらの活動に積極的に参
加し、訓練用消火器も操作した（資料⑧）。「重い」「手
に水が出る振動が来る」など感じたことをつぶやき合って
いた。 

学校に戻ってきてから、消防署で調査してきたことにつ
いて話し合った（資料⑨）。Ｔ１で消防士のすごいと思っ
たことについて問うてみると、Ｃ４「使えるかどうか毎日
確認する」Ａ７「服を整頓している」Ｃ１３「ランニング
とか筋トレ」のように、点検、素早く出動するための工
夫、訓練といった火事が起きていないときの活動について
のことから、Ｃ８「１分かからず出動する」といった火事
が起きたときの活動まで、発言内容は多岐にわたった。発
言が続いていくにつれて、だんだん学級に熱気が帯び、授
業の後半になっても挙手は止まることなかった。ここで資
料⑩Ｔ９で「火事が起きていないときに準備を入念にする
理由」について問うてみた。Ｃ44「すぐに行けても何もで
きないとだめだから、ランニングしたり、道具の点検をし
たりしている」やＣ45「車の点検をしているのは、来ても

資料②：ある授業のＡ児の振り返り 

Ｔ14：去年一年間、岡崎市で火事が何件起きたか。 
Ｃ27：１００かな。 
Ｃ28：８０だと思う。 
Ｔ15：実は去年一年間で８８件火事が発生しました。 
Ｃ29：ええっ。 
Ａ30：こわい。 
Ｔ16：大樹寺学区では去年一年間で８件起きたんだって。 
Ｃ31：多い多い。 
Ｔ17：ぼく、何とかしようと思って思いついたんだ。大樹寺小３

の３消防団を立ち上げてみないかな。 
Ｃ全：いえーい！やったあ！ 
Ｔ18：（岩津消防団の法被を着る） 
Ｃ32：わー！ 
Ｃ33：すごい！ 
Ｃ34：本物だ。岩津消防団って書いてある。 
Ｔ19：ぼく一人でやっても、きびしいじゃん。 
Ｃ35：３年３組みんなでやろうよ。 
Ｃ36：やろうやろう。 

資料③：第１時の授業記録 

Ｔ１：（消防士さんの）すごいと思ったところを教えてください。 
Ｃ１：わたしは、一日に６０件来るだと思います。 
Ｃ２：ぼくは火には種類があるだと思います。 
Ｃ３：高所活動車は北分署しかありませんでした。 
Ｃ４：使えるかどうか毎朝確認する。大変だなと思った。 
Ｃ５：1500Ｌ出せて水がいっぱいだと思った。 
Ｃ６：わたしは 1 日に 60 件来るけど、多いときは 80 件来るだと思い

ます。すごいです。 
Ａ７：ぼくは、服を整頓しているだと思います。 
Ｃ８：ぼくは１分かからず出動するだと思います。 
Ｃ９：ぼくは 1 日 60 件来る。 
Ｃ10：ぼくは消防車に積んであるものが、ライトとホースとチェンソ

ーとカッターと。 
Ｃ11：いろんなものがいろんなときに活躍できるんだなと思った。 
Ｃ12：ぼくは通報が起きたらすぐに火災に行く。 
Ｃ13：ランニングとか筋トレするからきつそうだと思った。 

資料⑨：第５時の授業記録１ 

Ｔ９：火事が起きていないときにこんなにいろんな準備をしている。
どうしてこんなにやっていると思う。 

Ｃ43：一人でも多くの人を火事から助けたいという気持ちをそうだけ
ど、やっぱり役に立てたと思うとうれしいから、人を亡くなら
せたくないから、そういう準備をしていると思います。 

Ｃ44：すぐに助けれるようにしているんだけど、すぐにいけても何も
できないとだめだから、ランニングしたり、道具の点検をした
りしていると思います。 

Ｃ45：車の点検をしているのは、来ても水とかが出なかったら、何も
できないからだと思います。訓練は重たいボンベを長時間背負
っているからだと思います。 

Ａ46：ぼくはすぐに助けるためだと思います。 
Ｃ47：山に火事が起きたら地球が無くなっちゃうかも。 
Ｃ48：Ａさんにつけたしで、１分もかからずすぐに行けるようにして

いるんだと思います。 

資料⑩：第５時の授業記録２ 

資料⑥：Ａ児の計画表 

資料④：消防団の
法被を着る様子 



小２９・大樹寺小・３－3－ 

 

水とかが出なかったら、何もできないから」など訓練を行っている事実から確
実に救助を行うためだと考える意見が出された。Ａ児はＡ46 で「すぐに助ける
ため」と述べた。その前の話し合いで、Ａ児は前頁資料⑨のＡ７「服を整頓し
ている」と意見を述べていたが、そこから「救助のため」と考えを深めていっ
た。最後まで意見が途切れず、発言総数が 48 回にのぼる熱気のこもった１時間
となった。 

資料⑪の振り返りでは、Ａ児は「すぐに、いつでも助けられるようにしてい
る」と気付くことができていた。また、消火器体験における驚きと満足感を綴
っていったのである。 
【３】第５時「なぜ火事が起きると、すばやく多くの人たちが協力できるのだろう」 
 授業の始めに火事が起きたら何番に電話するのか問うと、「119 番に通報する」と
答えが返ってきた。教師が 119 番通報はどこにつながるのか問うと、子供たちは消防
署だと答えた。そこで第２時の教科書の挿絵（資料⑫）を確認するように促した。す
ると、ある児童が「おかしい」とつぶやいた。挿絵には消防士以外の人が多く描かれ
ていたからである。その理由を聞くと、「119 番通報が消防署につながるなら、消防
士しか現場には来ないはず」と答えた。それを聞いた子供たちが「確かに」という声
が上がったため、通報後の流れについて調査することになった。 
 調査する資料は郷土読本「おかざき」、時間は１０分間とし、個
人追究するか、協働的に行うかを子供たちに委ねた（手立て③「選
択型追究」）。Ａ児は始め個人で追究を始めた。７分ほど個人で追
究した後、チームで追究活動を行った。資料⑬のようにＡ児は「消
防署に指示を出す」「ガス会社にも連絡する」ことをつかんでいっ
た。これまで友達と一緒になって活動していたＡ児に変化が見られた。資料⑭の
Ａ児の振り返りでは、教科書を使って分かることを自分でまとめていく活動を行
う際は、個人で追究した方がよいことに気付いていった。 
【４】第６～８時「身の回りにはどんな消防しせつがあるのだろう」 
 導入で、消防署で体験した消火器の写真を提示した。すぐに子供たちは「消火
器だ」とつぶやいた。そこで「消火器って学校のどこにあるの？」と問いかけ
た。すると「たぶん～」と言った意見が続いたため、「本当
に？」と問いかけると、調べたいという声が上がってきた。
こうして学校内の消防施設について調査することになってい
った（手立て②「体験的調査活動」）。 
 消防施設とは何か説明した後、学校内を回って「スクール
タクト」に調査結果をまとめていった。消火器や消火栓、防
火扉など気に留めたことのない子供たちは「こんなところに
あった」「こっちにもあった」と宝探しをするように、学校
内にある消防施設を見つけていった（資料⑮）。それぞれで
調査した後、見つけた消防施設を拡大した校内地図に貼って
いった。資料⑯は完成した校内地図である。地図いっぱいに
広がったシールを見て、子供たちは消火器や消火栓の数を数
えたり、集まっている場所の理由を考えたりしていた。学校
内の消防施設について調査することを終えた子供たちの意識
は自然と学区へ向けられていった。そして学区にある消防施
設調査へと動き出していったのである（手立て④「学区の教
材化」）。 
 学区の調査活動では、「３の３消防団」の法被を羽織り、
意気揚々と出かけた。普段何気なく歩いている通学路で消火
栓や防火水槽の看板を見つけると、指を差して「あった！」
と嬉々とした表情を浮かべていた（手立て②「体験的調査活
動」）。Ａ児は看板の周りを探し、道路にある「しょうかせ
ん」と書かれた蓋を見つけ、「ここに消火栓があるのかも」
とチームの仲間とつぶやき合っていた。約40分の道のりを歩いた後、学校に戻り、調査
について思ったことを話し合った（資料⑰）。Ｔ１で消防施設の数を尋ねると、Ａ１は
「１４個ありました」と答え、Ａ２「思ったより多くてびっくりしました」Ｃ４「めっ
ちゃ多い、びっくり」と驚きの声が上がった。さらにＣ７「もっと調べてみたい」と思
ったことを伝えると、どのように調査するか考え始めた。すると、Ｃ11 が「自分の家の
周りを調べてみたらどうですか」という提案をしてきた。子供たちがその意見に同意し
たため、個々で調査をすることになっていったのである（手立て③「選択型学習」）。 
 Ａ児は家庭で母親と一緒に家の周りを歩いたり、通学路を車で走ったりして、保護者
とともに個人追究を行った。資料⑱のように、通学路や家の周りにある消防施設がどれ
だけあるのか興味をもち、自ら学習を進めていったのである。不安で友達とともに追究
しがちであったＡ児が少しずつ変わり始めていた。 
 第８時で、追究を行ってきた学区の消防施設の場所について地図にシールを貼り、学区の消防施設地図を完
成させた。その後、前時で作った学校内消防施設地図と比較を行い、共通点について話し合った（資料⑲）。
Ｔ７で学区と学校の消防施設の共通点について問うてみた。Ａ14「全体を見ると、散らばっている」という発
言から、全体の共通認識が生まれ、Ｃ16「どうしてだろう」と疑問が生まれていった。そこで「消防施設が分
散されている目的は何か」という点をじっくり考えてみることになった。 

Ｔ１：歩いてきた道には何個消防施設があったかな。 
Ａ１：14 個ありました。 
Ｔ２：どう思った？ 
Ａ２：思ったより多くてびっくりしました。  
Ｃ３：うん、多かった。 
Ｃ４：めっちゃ多い、びっくり。 
Ｃ５：多いんだけど、これってまだ学区のこれだけで 14 個だか

ら、他にも調べたら、もっとありそう。 
Ｃ６：たしかに。 
Ｃ７：たしかに。もっと調べてみたい。 
Ｔ３：なるほど。どうやったら調べられるかな。 
Ａ８：もっと学区を探検してみる。 
Ｃ９：やりたい。 
Ｃ10：でもそれだと時間がかかっちゃう。 
Ｔ６：たしかに。みんなで手分けする方法はないかな。 
Ｃ11：自分の家の周りを調べてみたらどうですか。 
Ｃ全：おーっ。たしかに。 

資料⑰：第８時の授業記録 

資料⑯：完成した校内地図 
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 Ｃ18「消防施設がないところで火事が起きたら、消せ
なくて困っちゃう」という消防士の仕事についての意見
から始まった。さらに、Ｃ20「どこでも火を使うから」
で、どこで起きるかわからない火事に対して備えるため
に広範囲に消防施設を設置しているという考えが生まれ
た。しかし、その考えが浸透していないと感じたため、
Ｔ10 で「どういうことか言い換えて」と問い返すと、
Ｃ21「どこでも火事が起きてもいいように」という発言
が出され、クラス全体から納得の声が上がった。 
 資料⑳は第８時のＡ児の振り返りである。Ａ児は資料
⑲の「消防施設が分散されている目的」についての話し
合いでは、意見を述べることができなかったものの、振
り返りでは「どこで起きてもいいようにちらばっておい
てることがわかった」と綴り、事実を的確に把握できていた。また「発見するの
は楽しかった」との感想から、追究活動に対して喜びを感じていることがうかが
えた。 
【５】第９～11 時「消防団って何？どんなことをしているの？」 
 第２時で火事現場に集まる挿絵から分かることを読み取っていく活動を行った
際、消防士や警察、救助隊のどれとも異なる服装の人物の存在を子供たちは見つけ
ていた（Ｐ．２）。しかし、どのような人物なのかが分からなかったため、「謎の
人物」としていた。第 10 時では、始めに「謎の人物」を消防団であることを伝え
た。すると子供たちは、「３の３消防団と同じ名前だ」
「何してるんだろう」と興味をもち始め、消防団につい
て調査をすることとなった。 

まず、「おかざき」の挿絵や消防団の観閲式の写真
（資料㉑）を提示して活動を予想した。子供から消防士
の活動からつなげて「点検」や「消防車の中身のチェッ
ク」といった予想が出てきた（資料㉒）。さらに資料㉑
を見て、「水を出している」といった意見も出たもの
の、それに対して、「消防団は水を使ってもよいのか」
という疑問も生まれた。だんだん子供たちの消防団への興味が沸き上がって
いることを感じたため、子供たちに一つの提案を行うことにした。それは
「消防団の出前授業」である（手立て④「学区の教材化」）（手立て⑤「地
域の人の活用」）。この提案に子供たちからは歓声の声が上がった。新たな
体験的な学習に期待が大きく膨らんでいたのである。 

「消防団出前授業」は本校の校庭で行われた。子供たちは３の３消防団の
法被を着て校庭に出た。運動場にやって来た消防車を前に子供た
ちの喜びは爆発した。すっかり消防団気分である。岩津消防団１
部団長に出会うと、Ａ児が「あ、いつも道路に立っている人だ」
とつぶやいた。団長はＡ児の登校する通学路に毎朝立っている交
通指導員もやっている方で、お互い顔なじみの様子だった。 

団長の話を伺った後、消防車に乗ったり、放水用のホースを持
たせてもらったりする体験を行った（手立て②「体験的調査活
動」）。いろいろな機器がつまった消防車に乗ったＡ児は興味
津々であった。身を乗り出して、車内の様子を見たり、ホースを
持ったりと意欲的に体験を行っていた（資料㉓）。 

第 11 時で消防団員の方の取り組みについて話し合いを行った
（資料㉔）。Ｔ１で「消防団の見学から分かったことと思ったた
こと」について問うた。Ｃ30「あそこの川が近いとかわかるのが
すごい」Ｃ32「消防団の車の中にはマップがあった」Ａ35「朝５
時から訓練があることが分かった」Ｃ37「放水のときもそれくら
い水の勢いがあって水が消えるんだから」など、どれも実際に消
防団員に話を聞いたり、体験したりしないとわからないような内
容の発言が次々と続いた。地域の人々と貴重な交流をした成果が
生まれていると感じた。自分の分かったこと、思ったことを次々と
伝えていく子供たち。ここでさらに消防団員の思いにまで子供たち
の意識を繋げたいと考え、資料㉕のＴ19 で「消防団員の人たちはこ
んな大変な思いをしてまで、どうして消防団をやっているんだろ
う」と問うてみた。Ｃ42「消防士さんだけでは大変だから」、Ｃ43
「消防士の手が足りないときに一緒にやるため」などあくまでも消
防団員は消防士の仕事の手伝いとして役に立っていることが誇らし
いのではないかという発言が続いた。次にＡ44「地域の人を助けた
いから」という発言が生まれた。実は消防団への聞き取り調査の
際、団長が「自分の住んでいる地域には友達も親戚も自分の子供も
いる。この人たちを助けたい」という思いを述べていた。ここにＡ
児は着目したのである。しかしその後、Ａ児につながるような発言
が出なかったため、Ｔ20「役に立ってうれしいなら、もっと広い範

Ｔ７：学区の消防施設と学校の消防施設で似ているところはありますか。 
Ｃ13：ぼくは、どちらも消火栓が結構あると思いました。 
Ａ14：ぼくはどちらも全体を見ると、散らばっているなと思いました。 
Ｔ８：どういうこと。 
Ｃ15：どちらも消防施設がいろんなところにあるってことだと思います。  
Ｃ16：ぼくはＡにつけたしで、どうしてだろうと思いました。 
Ｔ９：じゃあＣ16 の疑問のように、どうして散らばっているんだろう。

ちょっと考えてみて。 
Ｃ17：わたしは火事の近くになると火が大きくなるからだと思います。 
Ｃ18：ぼくは、消防施設がないところで火事が起きたら、消せなくて困っ

ちゃうからだと思います。 
Ｃ19：消防士さんが火事を消すために来るまで、時間をかせがないといけ

ないからじゃないかなと思います。 
Ｃ20：ぼくはどこでも火を使うからだと思います。 
Ｔ10：どういうことか言い換えて。 
Ｃ21：つけたしで、料理を作るお店屋さんは火を使って、そんな料理屋さ

んはどこでもあるから、どこでも火事が起きてもいいようにだと思
います。 

Ｃ全：たしかに。 

資料⑲：第９時の授業記録 

Ｔ１：どんなことをやっていたか、分かったことと思ったこ
とを教えてね。 

Ｃ１：５００人の人が消防団をやっているだと思います。 
Ｃ２：わたしは火事が起きたとき、消防士よりも先に火を消

すだと思います。 
（中略） 

Ｃ30：ぼくは、山とかの大きな火事が水がないと、川の水を
使って、あそこの川が近いとかが分かるのがすごいな
って思いました。 

Ｔ11：それなんでわかるんだっけ。 
Ｃ31：地域の人だから。 
Ｃ32：消防団の車の中はマップがあった。 
Ｃ33：訓練をしていました。がんばってるなって。 
Ｃ34：消防士にも消防団にも女の人がいるって知りました。 
Ａ35：ぼくは朝５時から訓練があることが分かりました。な

んでやるんだろう。 
Ｃ36：ぼくは火が消えても、いつ火がもう一回出てもおかし

くないから、朝まで見守っているのが大変だなって思
いました。 

Ｃ37：ぼくはホースから水を出したときに、腕に当たると骨
が折れるといっていて、放水のときもそれくらい水の
勢いがあって水が消えるんだから、バケツでかけるく
らいじゃ消えない。 

資料㉔：第 11 時授業記録１  

Ｔ19：消防団員の人たちはこんな大変な思いをしてま
で、どうして消防団をやっているんだろう。 

Ｃ42：消防士さんだけでは大変だから。 
Ｃ43：わたしは消防士の手が足りないときになったとき

に一緒にやるためだと思う。 
Ａ44：ぼくは地域の人を助けたいからだと思います。 
Ｃ45：ぼくは消防士だけでは消えない火があったとき

に、みんなが死んじゃったらだめだから、消防士
の役に立っていてうれしいだと思います。 

Ｃ46：ぼくは消防士さんだけだと、もっといればもっと
早く着けばという思いからだと思います。 

Ｔ20：役に立ってうれしいならもっと広い範囲で消防士
として活動すればいいんじゃない。 

Ｃ47：消防士になれば、家族に会えなくなったり、川の
場所とかが分からなくなったりするからかな。 

Ｃ48：地域のみんなを守って笑顔を見たいから。 
Ｃ全：（拍手） 
Ｃ49：ぼくも地域の人を守りたいからだと思います。 
Ｃ50：わたしも地域の人を助けたいからだと思います。 

資料㉕：第 11 時授業記録２  
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囲で消防士として活動すればいいんじゃない」と問い返した。すると、Ｃ48
「地域のみんなを守って笑顔を見たいから」という発言が出ると拍手が生ま
れた。その後もＣ49、Ｃ50 と「地域の人を守りたい」という発言が続き、消
防団員の地域に対する思いが子供たちにつながっていったのである。 

資料㉖の振り返りでＡ児は「地域の人たちを助けたいから消防団をやって
いることが分かった」と綴り、消防団員が地域の人を守りたいという思いを
捉えていた。また、「防火服とかボタンとかお茶、マイクがいっぱいあっ
た」と実際に消防車に乗った体験から感じたことを述べていた。 
【６】第 12 時「調さしてきたことを整理しよう」 
 ３の３消防団として多くのことを学んできた子供たち。実際に活動に
入る前に一度学んできたことを整理する時間をとった。ここまで様々な
場面で学び方を選択してきて、個人で追究するか、友達と協働的に学ぶ
べきか正しい選択ができるようになってきたと感じたため、整理の時間
として、授業１時間分子供たちに委ねることにした（手立て③「選択型
学習」）。 
 Ａ児は３分経つと、隣の子と席を近づけた。相談しながら行うかと思
ったが、話し合う様子がない。隣の子が追究に困り感を感じるとＡ児に
相談し、Ａ児がアドバイスをしていたのであった。そのまま30分間、Ａ
児は個人で追究を深めた。資料㉗の黒字部分が30分でまとめ切った内容
である。その後、調べ切った様子が見られたため、「チームで伝え合っ
てみたらどうか」とアドバイスをしたところ、Ａ児はチームの子に声を
掛け、チームで調査したことを伝え合い始めた。伝え合う時間ではＡ児は
自信をもって「消防士は訓練をしていること」「消防団にも銀色の防火服
がある」ことを述べていた。また、チームの子がまとめた内容で自分のノ
ートに記述がなかった場合、書き加えることや自分の意見と似たような内
容にアンダーラインを引くといった活動を自ら進んで行っていた。資料㉗
の赤字のところがその記述である。 

資料㉘の振り返りでは、Ａ児は「勉強したことをふりかえったら、自分
でどんどん進めれました。勉強したことをふりかえるときは、さいしょは
自分でやった方がいいと思いました」と綴った。Ａ児は学びを整理する場
面において、始めに個別追究を行うことの良さを感じていた。さらに「ど
んどん書いた意見をいっぱいしゃべったり聞いたりしました」と綴ってい
た。個人追究を深め切ったからこそ、友達に自分の考えを自信をもって伝え、友達の意見に興味をもって聞く
ことで、資料㉗にもあるように、友達の意見を取り入れて書き加えることもできていた。Ａ児にとって個別追
究の良さ、協働的な学習の良さを実感することができた１時間となったのである。 
【７】第 13～15 時「大樹寺小３の３消防団の活動開始！自分に何ができるのかな」 
 ３の３消防団として活動するための知識を得てきた子供たち。そんな子供たちに「次どんなことをしたいか」
と尋ねた。すると、子供たちから「３の３消防団の活動がしたい」という声が次々と上がった。そこで「よし、
やってみよう」と伝えると、子供たちからは「おおー」「やったー」という歓喜の声が上がった。そして消防
団としての活動内容の検討に入っていった。資料㉙はそのとき
の話し合いの様子である。 

Ｃ７、Ａ９「どこで火事が起きているか伝える」は、消防指
令センターの役割を学習したことや消防団がスピーカーを持っ
ていることから発想を広げたものであるが、現実的ではない提
案だった。そこでＴ６「みんなが調べてきた知識を伝えるって
いう方法って何かないかな」と問い返した。すると、Ｃ15「消
火器の使い方を知らせることをしたい」という自分が知らなか
った経験から消火器の使い方を知らせることを考えた。またＣ
17「消防団の人は人手が足りないから、みんなにやってること
を知ってほしいと言っていた」Ｃ18「消防士も小学生に目指し
てほしいと言っていた」という人手不足についての問題点を思
いついた子から発想を広げ、Ｃ19「ポスターで知らせる」とい
う考えが生まれた。このようにして、自分たちの学びを多くの
人に伝えていくという形で活動内容が決まっていったのであ
る。その後、どの活動をやりたいか、選択した後、同じ内容を
選んだ子たちでチームを作って活動を始めた。 
 資料㉚はチームで活動を決めた後のＡ児の振り返りである。
Ａ児は消火器の使い方を動画にして知らせる活動を選択した。理由として「自分
の手で火を消す方法が分かるようになってほしいと思ったから」と綴っている。
Ａ児に単元が始まる前のような、自分のやりたいことを選択できない姿はどこに
もなかった。さらには、「ちょうせんしてみようとおもいます」と最後に綴って
おり、自分のやりたいことに対して積極的に実践しようとする姿勢を見せてい
た。主体性あふれるＡ児の姿がそこにはあったのである。 
 第 14 時からＡ児チームの活動が始まった。まずは動画で撮影する内容の整理
から始まった。次頁資料㉛のノートがその整理の様子である。消火器の使い方を
３カットに分け、始めと終わりのあいさつを入れるなど、分かりやすい動画にす
るために、相談を重ねていった。その後、消防署から借りてきた消火器を用いて

Ｔ５：３の３消防団として自分たちに何ができるかな。 
Ｃ７：火事が起きたらどこで火事が起きているか人に伝えて避

難したいです。 
Ｃ８：わたしは人の家に行って、火事が起きないように火事を

防ぐためにやっていることを聞いたらいいと思います。 
Ａ９：つけたしで、火事が起きていることを知らせて避難所が

どこにあるのか伝える。 
（中略） 

Ｃ14：消防施設の場所を覚えて消防車が来るまでの時間を地域
の人に消防施設はここだよと知らせることです。 

Ｔ６：ここまで、みんなは火事から暮らしを守る仕組みを学ん
できたよね。みんなが調べてきた知識を伝えるっていう
方法って何かないかな。 

Ｃ15：消火器の使い方は知りませんでした。使い方を知らせる
ことをしたいです。 

Ｃ16：つけたしで、学校にある消火器の場所を伝えることもで
きるかなと思いました。 

Ｔ７：なるほどね。関わってきた人が困っていたことはなかっ
たっけ。 

Ｃ17：あ、消防団の人は人手が足りないから、みんなにやって
ることを知ってほしいって言ってました。 

Ｃ18：消防士さんも小学生に消防士を目指してほしいって言っ
てました。 

Ｔ８：だったね。どうしたら、知らせたりできそうかな。 
Ｃ19：魅力やどんなことをしてるか、ポスターで知らせる。 
Ｃ全：あー。できそう。 

資料㉙：第 13 時授業記録  

資料㉘：第 12 時Ａ児の振り返り  

資料㉗：第 12 時Ａ児がまとめたノート  
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動画撮影を行った（資料㉜）。３の３消防団の法被を着て納得いくまで
何度も動画を撮影するＡ児の姿があった。 

その後、撮影した動画をアプリで１つにつなげ、消火器の使い方の動
画が完成した。その動画を誰に伝えたいか尋ねると、Ａ児たちは「全校
に広めたい」と訴えてきた。その熱意を感じ、お昼の放送で全校に動画
を流すことを提案した（手立て⑥「発信の場の設定」）。Ａ児は少し緊
張した表情を浮かべながらも、「やります」と答えた。 

給食の時間、放送室に向かい、全校に向けてＡ児が自分たちの活動を
伝えた後、動画を放映した。教室に戻るとクラスの友達から拍手が起き
た。祝福を受けたＡ児の表情は自信に満ち、満足した様子だった。 

資料㉝は単元のまとめの振り返りである。３の３消防団としての活動
に対して、「放送に流されたとき上手
くいくかなと思ったけど、上手くいっ
てよかった」と綴った。単元の活動
前、主体性を感じることができなかっ
たＡ児が、自ら進んで活動を選択し、
３の３消防団としての活動を通して自
分に自信をもてた確かな証拠であっ
た。また、振り返りの最後に「ぼくは
もともと消防士になりたいと思ってた
けど、この活動から、もっとなってみ
たいと思いました」とまとめていた。
Ａ児の消防士になりたいという夢。そ
れを振り返りで知ったとき、不思議な感動が体の中を突き抜けた。３の３消防団、この学びは地域の安全を守
る働きについて学習しただけでなく、Ａ児の将来にも影響を与えるものになったのかもしれない。Ａ児はよい
良い社会の担い手となるだろうという確信を抱きながら、本実践は幕を閉じたのである。 
４ 考察 
 児童Ａは、本研究を通じて、火事から暮らしを守る仕組みを主体的に探究した上で、問題点を発見し、より
よい学区にしようと行動するようになった。このようにＡ児が変容したのは、手立てが有効に作用したからで
ある。以下、手立てについて検証していく。 
【手立て①：３の３消防団の結成】（仮説Ⅰとの関連） 
 Ｐ.２資料⑦のように、３の３消防団の法被を作成し、探究活動の際は必ず法被を着用した。３の３消防団と
して追究活動を行ったことで、Ａ児はＰ.５資料㉚で「ちょうせんしてみようとおもいます」と、積極的に実践
しようという思いをもつことできた。 
【手立て②：体験的調査活動】（仮説Ⅰとの関連） 
 Ｐ.２資料⑩の話し合いでは、消防署での聞き取り調査から、消防士の方が準備をする理由を話し合った。そ
の話し合いを受けてＰ.３資料⑪でＡ児は「すぐに、いつでも」というキーワードを用いて学習をまとめた。ま
た、Ｐ.２資料⑧のような消火器体験を行うことで、Ｐ.５資料㉙で消火器の使い方を知らせることについての
提案が生まれ、Ｐ.６資料㉜のようにＡ児が実際に活動を行った。子供たちは体験的調査活動を通して、実感を
伴った理解をし、自ら新たな追究を生み出していくことができた。 
【手立て③：選択型追究】（仮説Ⅰとの関連） 
 Ｐ.３資料⑭の記述のように、一人で学習を進める良さに気付いたＡ児は、Ｐ.３資料⑱のように一人で学習
を進めることできた。さらに、第 12 時では、与えられた 40 分間を個人追究と協働的な学習に分けて学習を進
め、Ｐ.５資料㉘では、「さいしょは自分でやった方がいい」と自らの学習形態を決めることができた。一方で、
子供の発達段階に応じて、委ねる部分を増やすこともできるだろう。よって手立て③は一定の有効性は感じら
れたものの、検討の余地があると考えられる。 
【手立て④：地域の教材化】（仮説Ⅱとの関連） 
 Ｐ.５資料㉙の活動を考える話し合いでは、子供たちは地域にある消防署や消防施設への見学、消防団出前授
業を通して、消火器の使い方や場所に対する認知度の低さや、消防士や消防団の人手不足という問題点に気付
き、改善策を練ることができた。子供たちにとって身近な地域を教材化することで、社会の問題点を捉え、活
動に生かすことができた。 
【手立て⑤：地域の人の活用】（仮説Ⅱとの関連） 
 Ｐ.４の 38 行目よりＡ児にとって消防団の団長は通学路に毎朝立っている交通指導員だった。身近な人が地
域の安全を守ることに関わっていた経験がＰ.５資料㉙の「火事が起きていることを知らせる」という発想につ
ながった。しかしこの発想は子供の力では実現しにくいものであった。より子供にとって身近な活動をしてい
ないか、消防団と打ち合わせを綿密に行う必要があった。よって手立て⑤は改善の余地があると考えられる。 
【手立て⑥：発信の場の設定】（仮説Ⅱとの関連） 
 消火器の使い方を広めたいと使い方を説明する動画を作ったＡ児に対して、Ｐ.６の５行目でお昼の放送で全
校に動画を流すことを提案した。放送した後のＰ.６資料㉝の振り返りでは、Ａ児は「上手くいってよかった」
「活動から、もっと（消防士に）なってみたい」と記述した。発信の場の設定によって、Ａ児の夢を後押しす
ることができた。 
５ おわりに 
 Ｐ.６資料㉝の「消防士になりたい」というＡ児の記述を読み、学級全体の子供たちの思いが気になったため、
「消防士や消防団になろうと思った人」と質問した。すると、Ａ児以外に 15 人程度の子供たちが手を挙げた。
３の３消防団として追究活動を行い、自分たちにできることは何か考えていた活動に価値を感じた瞬間だった。
これからも主体的に追究を行い、身近な問題からよりよい社会づくりを考えようとする子供を育んでいきたい。 
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